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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月27日(2018.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め取得されたノイズデータを走査線ごとに記憶する記憶部と、
　逐次取得されるラスターデータから当該ラスターデータの走査線に対応する前記ノイズ
データを減算する処理を複数フレームに亘って行う演算部と、
　を有する超音波診断装置。
【請求項２】
　前記演算部は、前記ノイズデータに、それぞれ異なるランダムノイズデータを付加し、
そして、前記ラスターデータから前記ランダムノイズデータが付加された前記ノイズデー
タを減算する、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記記憶部は、所定の条件が変更されたとき、前記ノイズデータを新たに記憶し、
　前記演算部は、前記ラスターデータから新たな前記ノイズデータを減算する、
　請求項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記所定の条件は、デシメーションレート、ゲイン、超音波プローブ、若しくは受信中
心周波数、又はこれらのうち２つ以上である、請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記記憶部は、前記ラスターデータの合成数に対応した数の前記ノイズデータの加算デ
ータを記憶し、
　前記演算部は、前記合成数分の前記ラスターデータから前記加算データを減算する、
　請求項１～４のいずれか１つに記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　超音波診断装置において、
　走査線ごとにノイズデータを取得し、
　前記ノイズデータを記憶し、
　逐次取得されるラスターデータから当該ラスターデータの走査線に対応する前記ノイズ
データを減算する処理を複数フレームに亘って行う、
　医用画像処理方法。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】超音波診断装置及び医用画像処理方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置及び医用画像処理方法に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、ノイズを低減しつつフレームレートを向上させるこ
とができる超音波診断装置及び医用画像処理方法を提供することである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　実施形態の超音波診断装置は、記憶部と、演算部とを有する。記憶部は、予め取得され
たノイズデータを走査線ごとに記憶する。演算部は、逐次取得されるラスターデータから
当該ラスターデータの走査線に対応するノイズデータを減算する処理を複数フレームに亘
って行う。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　以下、実施形態に係る超音波診断装置及び医用画像処理方法について図面を参照しなが
ら説明する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　以上述べた少なくともひとつの実施形態及び変形例の超音波診断装置及び医用画像処理
方法によれば、ノイズデータ取得処理以降、取得したノイズデータを対応する走査線ごと
に共通して使用することにより、ノイズを低減しつつフレームレートを向上させることが
できる。
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摘要(译)

要解决的问题提供能够在降低噪声的同时提高帧速率的超声波诊断装置
和医学图像处理程序。 根据实施例的超声诊断设备包括存储单元和计算
单元。存储单元存储先前获取的每条扫描线的噪声数据。计算单元从顺
序获取的光栅数据中减去对应于光栅数据的扫描线的噪声数据。 背景技
术
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